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一
　
は
じ
め
に
　
村
山
大
島
紬
は
、
手
づ
く
り
の
民
芸
調
の
絣
織
物
で
あ
り
、
絹
独
特
の
風
あ
い
の
良
さ
と
暖
か
さ
な
ど
に
よ
っ
て
、
近
年
の
″
手
づ
く
り
ブ
ー
ム
″
″
伝
統
工
芸
品
ブ
ー
ム
″
の
中
で
大
い
に
注
目
さ
れ
て
い
る
和
装
用
絹
織
物
で
あ
る
。
そ
の
産
地
は
東
京
西
北
部
の
武
蔵
村
山
市
、
瑞
穂
町
を
中
心
と
し
た
地
域
で
あ
り
、
江
戸
時
代
中
頃
か
ら
地
場
産
業
化
し
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
が
、
近
年
に
お
け
る
都
市
化
の
進
行
、
伝
統
産
業
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
、
旧
来
か
ら
の
産
地
構
造
は
、
現
在
、
大
き
な
転
換
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
変
化
の
方
向
は
、
第
一
に
、
生
産
面
に
お
け
る
問
屋
制
家
内
工
業
的
な
生
産
形
態
か
ら
工
場
制
手
工
業
的
な
生
産
形
態
へ
の
移
行
、
第
二
に
、
流
通
面
に
お
け
る
産
地
外
の
商
業
資
本
で
あ
る
買
継
商
の
産
地
織
元
に
対
す
る
系
列
化
の
動
き
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
相
乗
的
に
作
用
し
あ
い
な
が
ら
急
激
に
進
行
し
て
き
た
た
め
、
内
部
に
様
々
　
　
　
都
市
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の
進
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と
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業
の
生
産
構
造
変
化
－99一
な
問
題
を
生
み
出
し
、
伝
統
産
業
村
山
織
物
業
は
新
た
な
時
代
を
迎
え
て
、
体
制
的
な
整
備
を
早
急
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。
　
本
稿
で
は
、
村
山
織
物
業
に
内
在
す
る
多
様
な
問
題
の
中
か
ら
生
産
構
造
面
、
特
に
問
屋
制
家
内
工
業
的
生
産
形
態
か
ら
工
場
制
手
工
業
的
生
産
形
態
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
中
で
発
生
し
て
き
た
諸
問
題
に
着
目
し
、
現
代
伝
統
産
業
が
歩
ま
ざ
る
を
え
な
い
方
向
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
　
な
お
、
伝
統
産
業
に
お
け
る
生
産
形
態
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
近
世
末
期
の
桐
生
織
物
業
を
舞
台
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
論
争
以
来
の
膨
大
な
蓄
積
を
わ
れ
わ
れ
は
持
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
都
市
化
の
進
行
と
ポ
ス
ト
高
度
成
長
期
に
お
け
る
消
費
者
の
嗜
好
の
変
化
、
つ
ま
り
量
的
な
も
の
か
ら
質
的
な
も
の
へ
の
欲
求
の
変
化
と
い
う
時
代
状
況
を
加
味
し
、
前
期
的
な
生
産
形
態
を
維
持
し
て
き
た
が
た
め
に
、
か
え
っ
て
時
代
の
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に
な
っ
た
伝
統
産
業
が
、
ど
の
よ
う
な
生
産
構
造
変
化
の
道
を
歩
ま
ね
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
問
題
に
着
目
す
る
。
　
村
山
織
物
業
の
場
合
、
東
京
と
い
う
大
都
市
に
最
も
近
接
し
て
い
る
伝
統
的
な
絹
織
物
産
地
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
城
、
桐
生
、
伊
勢
崎
、
秩
父
、
ハ
王
子
な
ど
の
関
東
絹
織
物
産
地
群
の
中
で
も
生
産
力
が
低
く
、
従
来
か
ら
限
界
産
地
と
し
て
考
え
ら
れ
都
市
の
商
業
資
本
か
ら
も
さ
ほ
ど
重
視
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
最
近
ま
で
前
期
的
な
性
格
を
保
持
さ
せ
る
有
力
な
原
因
と
な
っ
て
い
た
が
、
近
年
の
都
市
化
の
進
行
、
労
働
力
不
足
、
ま
た
伝
統
産
業
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
従
来
ま
で
の
生
産
構
造
を
維
持
す
る
こ
と
に
極
度
の
困
難
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
村
山
織
物
業
は
伝
統
産
業
に
つ
い
て
の
現
代
的
な
問
題
、
つ
ま
り
、
都
市
化
、
低
廉
な
労
働
力
の
不
足
、
伝
統
産
業
へ
の
注
目
と
い
っ
た
要
因
が
加
わ
る
現
代
伝
統
産
業
の
生
産
構
造
変
化
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。
以
上
の
点
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
村
山
織
物
業
の
問
屋
制
か
ら
工
場
制
へ
の
生
産
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形
態
の
変
化
と
そ
れ
に
伴
う
構
造
的
な
矛
盾
に
焦
点
を
据
え
、
若
干
の
分
析
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
二
　
村
山
織
物
業
の
成
立
過
程
　
村
山
織
物
業
の
著
し
い
特
徴
は
、
第
一
に
、
経
緯
総
絣
の
絹
織
物
で
あ
る
村
山
大
島
紬
の
単
一
製
品
産
地
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
工
程
の
分
業
が
ほ
と
ん
ど
窮
極
ま
で
進
み
、
そ
の
各
々
の
段
階
の
主
要
な
部
分
が
手
作
業
で
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
、
現
存
で
は
製
織
の
約
三
五
％
は
東
北
な
ど
の
過
疎
地
に
進
出
し
た
工
場
に
よ
っ
て
い
る
が
、
近
年
ま
で
村
山
地
域
を
中
心
と
し
た
同
心
円
状
の
拡
が
り
を
持
っ
た
賃
機
（
村
山
産
域
で
は
〃
つ
ぼ
〃
と
称
す
る
）
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
、
第
四
に
、
こ
れ
に
関
連
す
る
が
、
織
元
は
準
備
工
程
以
外
の
工
程
は
持
た
ず
、
分
業
を
支
え
る
下
請
加
工
業
者
群
に
対
す
る
経
済
的
・
技
術
的
統
一
者
と
し
て
問
屋
制
的
な
内
的
統
合
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
、
第
五
に
、
産
出
す
る
製
品
の
販
売
と
い
う
外
的
接
続
に
つ
い
て
は
、
産
地
外
の
主
と
し
て
ハ
王
子
の
買
継
商
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
、
第
六
に
、
半
農
半
工
の
農
村
工
業
と
し
て
発
展
し
、
家
族
経
営
が
主
体
で
、
地
縁
・
血
縁
的
な
結
合
が
強
い
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
以
上
の
よ
う
な
特
徴
は
、
村
山
織
物
業
が
置
か
れ
て
き
た
諸
条
件
の
下
で
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
後
の
村
山
を
考
え
る
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に
あ
た
っ
て
は
、
発
展
の
歴
史
の
中
で
形
成
さ
れ
、
現
存
に
ま
で
息
づ
い
て
い
る
発
展
構
造
上
の
特
異
性
、
つ
ま
り
、
村
山
織
物
業
の
生
産
・
流
通
構
造
形
成
に
か
か
わ
る
問
題
を
一
応
理
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
　
そ
の
場
合
、
ま
ず
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
当
産
地
が
半
農
半
工
の
農
村
工
業
と
し
て
立
上
が
り
、
八
王
子
な
ど
に
比
べ
後
進
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
織
物
先
進
地
域
の
発
展
に
引
き
ず
ら
れ
な
が
ら
も
、
限
界
的
な
産
地
で
あ
っ
た
が
故
に
産
地
の
規
模
拡
大
が
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
初
期
段
階
に
お
け
る
特
異
性
が
村
山
の
生
産
・
流
通
構
造
形
成
に
次
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
ま
ず
第
一
に
、
半
農
半
工
の
農
村
工
業
の
成
熟
と
と
も
に
上
層
部
分
が
織
元
と
し
て
浮
き
上
が
っ
て
く
る
が
、
そ
れ
は
商
業
資
本
と
し
て
の
性
格
を
強
め
な
が
ら
も
、
産
地
の
規
模
が
小
さ
か
っ
た
た
め
に
産
元
問
屋
と
し
て
大
き
く
発
展
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
。
こ
の
た
め
販
売
を
産
地
外
の
買
継
商
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
ず
、
織
元
は
、
産
地
内
部
の
生
産
の
組
織
化
に
活
路
を
見
出
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
織
元
階
層
は
零
細
資
本
と
し
て
の
性
格
を
脱
却
し
き
れ
な
い
ま
ま
産
地
内
で
の
社
会
的
な
分
業
体
制
を
窮
極
ま
で
も
推
し
進
め
、
家
内
労
働
主
体
の
形
式
的
に
は
問
屋
制
家
内
工
業
的
生
産
組
織
を
確
立
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
外
部
へ
の
商
業
資
本
的
展
開
を
十
分
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
、
逆
に
産
地
内
部
の
織
元
に
よ
る
問
屋
制
家
内
工
業
的
生
産
体
制
を
推
進
し
た
と
考
え
て
よ
い
。
第
二
に
、
一
方
に
お
い
て
、
外
部
の
強
力
な
商
業
資
本
で
あ
る
買
継
商
に
し
て
も
、
村
山
産
地
の
規
模
が
小
さ
か
っ
た
た
め
に
、
積
極
的
な
生
産
の
組
織
化
と
い
う
行
動
を
と
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
　
こ
の
結
果
、
問
屋
の
元
来
的
職
能
の
う
ち
、
生
産
・
加
工
そ
し
て
収
集
に
関
す
る
後
方
職
能
に
つ
い
て
は
織
元
、
分
散
・
配
給
と
い
っ
た
前
方
職
能
に
つ
い
て
は
買
継
商
、
ま
た
、
需
給
調
節
・
価
格
調
整
等
の
中
央
職
能
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
々
の
力
関
係
に
よ
っ
て
織
元
な
い
し
は
買
継
商
と
い
う
具
合
に
問
屋
機
能
が
二
者
に
よ
っ
て
分
担
さ
れ
る
形
で
定
着
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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こ
の
よ
う
な
特
異
な
発
展
構
造
が
、
織
元
を
零
細
な
ま
ま
に
押
し
止
ど
め
、
織
元
に
よ
る
分
業
に
基
づ
く
問
屋
制
家
内
工
業
的
色
彩
を
現
在
に
ま
で
残
存
さ
せ
、
村
山
織
物
業
を
昭
和
四
〇
年
代
中
頃
か
ら
の
伝
統
産
業
ブ
ー
ム
の
中
で
注
目
さ
れ
る
存
在
と
な
し
え
た
わ
け
で
あ
る
。
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三
　
村
山
産
地
の
生
産
体
制
　
村
山
大
島
紬
は
、
五
〇
工
程
に
も
及
ぶ
製
造
工
程
の
多
段
階
性
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
産
地
構
成
者
の
著
し
い
分
業
に
ょ
っ
て
産
出
さ
れ
る
が
、
こ
の
分
業
体
制
の
要
と
な
る
の
は
織
元
で
あ
る
機
屋
で
あ
り
、
絣
板
製
造
業
者
（
板
屋
）
、
染
色
整
理
業
者
（
染
屋
）
、
た
て
巻
加
工
業
者
（
巻
屋
）
、
引
込
屋
、
賃
機
（
つ
ぼ
）
等
は
、
織
元
に
対
す
る
下
請
関
係
と
し
て
加
工
の
み
を
行
な
っ
て
い
る
。
　
す
な
わ
ち
、
織
元
は
図
案
を
選
定
し
板
屋
に
板
彫
を
依
頼
す
る
。
出
来
上
が
っ
た
絣
板
を
染
屋
に
原
糸
（
絹
糸
）
と
と
も
に
渡
し
、
絣
糸
染
色
を
行
な
わ
せ
る
。
そ
の
後
、
巻
屋
に
よ
っ
て
た
て
巻
加
工
が
行
な
わ
れ
、
出
来
上
が
っ
た
男
巻
（
緒
巻
）
を
引
込
屋
に
渡
し
、
引
込
み
が
行
な
わ
れ
準
備
が
ほ
ぼ
終
る
。
そ
し
て
最
後
に
″
つ
ぼ
″
と
称
さ
れ
る
賃
機
に
預
け
、
製
織
が
行
な
わ
れ
る
。
　
こ
の
間
、
織
元
に
は
一
部
に
自
社
製
品
の
染
色
加
工
を
自
社
内
で
行
な
っ
て
い
る
業
者
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
業
者
は
準
備
的
な
工
程
以
外
は
社
内
に
加
工
工
程
を
持
っ
て
い
な
い
。
　
ま
た
、
産
地
を
構
成
す
る
企
業
群
は
五
人
以
下
と
い
っ
た
零
細
な
も
の
が
大
部
分
を
占
め
、
第
１
表
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
業
者
に
つ
い
て
全
体
の
七
四
％
が
五
人
以
下
の
規
模
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
約
三
〇
軒
あ
る
引
込
屋
、
約
二
三
〇
〇
軒
あ
る
賃
機
に
つ
い
て
は
、
家
庭
の
主
婦
に
よ
る
内
職
的
家
内
労
働
で
あ
り
零
細
性
は
著
し
い
。
　
現
在
の
産
地
構
成
者
は
、
織
元
七
一
、
染
屋
九
、
板
屋
ハ
、
巻
屋
三
九
、
引
込
屋
約
三
〇
、
賃
機
約
二
、
三
〇
〇
、
そ
の
他
に
東
北
地
方
な
ど
へ
進
出
工
場
二
二
工
場
（
織
機
台
数
約
七
六
〇
台
）
、
買
継
商
一
五
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
構
成
は
、
過
去
数
十
年
の
間
に
起
っ
た
次
の
よ
う
な
変
化
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
　
①
　
織
元
の
数
が
昭
和
一
三
年
一
三
二
、
昭
和
三
三
年
一
〇
〇
、
昭
和
五
一
年
七
一
と
減
少
し
て
き
た
こ
と
、
－104－
　
②
　
巻
屋
の
数
が
昭
和
三
三
年
五
九
か
ら
昭
和
五
一
年
三
九
と
減
少
、
染
屋
も
昭
和
一
三
年
一
六
か
ら
、
昭
和
三
三
年
八
、
昭
和
五
一
年
九
と
趨
勢
的
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
。
　
③
　
後
に
詳
細
に
検
討
す
る
が
、
従
来
、
武
蔵
村
山
、
瑞
穂
地
区
に
集
中
し
て
い
た
賃
機
の
地
理
的
分
布
が
広
域
化
し
て
い
る
こ
－105 －
と
、
し
か
も
賃
機
の
供
給
が
絶
対
的
に
も
減
少
し
て
い
る
こ
と
。
　
④
　
第
二
次
大
戦
前
か
ら
実
施
さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
頃
に
は
約
二
〇
〇
〇
台
出
機
さ
れ
て
い
た
刑
務
所
関
係
へ
の
出
機
が
昭
和
四
〇
年
代
に
入
っ
て
減
少
し
現
存
は
ゼ
ロ
、
そ
の
代
り
に
昭
和
四
三
年
頃
か
ら
東
北
地
方
な
ど
へ
の
工
場
進
出
と
い
う
新
た
な
形
態
を
と
っ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
絹
織
物
業
全
般
が
昭
和
三
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
停
滞
し
て
き
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
都
市
化
の
勢
い
が
村
山
周
辺
に
も
浸
透
し
、
村
山
織
物
業
全
般
の
存
立
基
盤
が
、
従
業
者
の
他
業
種
・
他
地
域
へ
の
移
動
の
可
能
性
の
増
大
に
伴
っ
て
縮
少
し
て
き
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。
つ
ま
り
、
就
業
機
会
の
増
大
に
伴
う
村
山
地
域
内
で
の
賃
機
の
減
少
が
賃
機
を
求
め
て
の
広
域
化
を
促
し
た
が
、
距
離
の
遠
方
拡
大
が
も
た
ら
す
時
間
コ
ス
ト
、
管
理
コ
ス
ト
の
増
大
は
、
生
産
の
組
織
者
で
あ
る
織
元
の
従
来
か
ら
の
生
産
形
態
＝
問
屋
制
家
内
工
業
的
経
営
を
困
難
に
陥
し
入
れ
た
。
こ
の
種
の
困
難
は
資
本
力
の
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
零
細
な
経
営
ほ
ど
著
し
い
。
こ
れ
に
加
え
て
、
村
山
地
域
へ
の
他
業
種
の
参
入
と
、
都
市
化
に
伴
う
人
口
増
加
は
、
同
地
域
に
お
け
る
事
業
経
営
の
可
能
性
を
飛
躍
的
に
増
大
さ
せ
た
。
こ
の
こ
と
が
零
細
部
分
の
織
物
業
か
ら
の
脱
落
を
促
す
こ
と
に
も
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
　
一
方
、
刑
務
所
へ
の
出
機
に
よ
っ
て
生
産
能
力
を
維
持
し
て
い
た
上
層
織
元
部
分
は
、
刑
務
所
産
出
品
の
品
質
の
不
安
定
さ
と
、
法
務
省
の
刑
務
所
に
お
け
る
業
種
選
定
の
変
更
、
つ
ま
り
、
日
本
の
織
維
加
工
業
の
斜
陽
化
と
軌
を
一
に
す
る
織
物
業
か
ら
の
撤
退
に
よ
っ
て
、
昭
和
四
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
東
北
地
方
を
中
心
と
す
る
工
場
進
出
に
切
換
え
た
。
　
こ
う
し
て
、
村
山
織
物
業
の
織
元
を
中
心
に
す
る
生
産
体
制
は
、
大
き
く
性
格
が
異
な
る
二
つ
の
生
産
形
態
を
含
む
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
は
、
あ
く
ま
で
も
産
地
の
従
来
か
ら
の
生
産
形
態
で
あ
る
賃
機
を
製
織
の
基
本
と
す
る
、
織
元
に
よ
る
問
屋
制
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家
内
工
業
的
生
産
形
態
を
と
る
前
期
的
な
性
格
を
温
存
す
る
グ
ル
ｌ
プ
、
他
方
は
、
生
産
力
の
拡
大
の
基
礎
を
工
場
制
へ
の
移
行
に
よ
っ
て
獲
得
し
よ
う
と
す
る
グ
ル
ｌ
プ
で
あ
る
。
こ
の
後
者
の
グ
ル
ｌ
プ
は
、
村
山
織
物
業
を
と
り
囲
む
環
境
変
化
に
敏
感
に
反
応
し
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
産
地
の
分
業
的
色
彩
を
改
変
す
る
主
体
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
四
　
産
地
の
分
業
構
造
と
問
屋
制
家
内
工
業
　
村
山
産
地
の
生
産
の
特
徴
は
、
長
い
歴
史
的
な
経
緯
の
中
で
工
程
の
分
業
が
著
し
く
進
み
、
各
従
事
者
が
専
業
化
し
、
し
か
も
主
要
な
部
分
を
手
作
業
で
行
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
分
業
が
行
な
わ
れ
て
き
た
背
景
に
は
、
工
程
の
主
要
な
部
分
が
手
作
業
に
依
存
し
、
永
い
経
験
と
熟
練
を
要
す
る
こ
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と
か
ら
、
各
々
の
作
業
ご
と
に
徒
弟
的
な
技
術
・
技
法
の
伝
達
が
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
ま
た
、
資
本
の
零
細
性
ゆ
え
に
、
問
屋
制
家
内
工
業
的
な
分
業
方
式
に
よ
っ
て
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
、
固
定
費
負
担
の
回
避
、
不
況
時
の
危
険
負
担
の
分
散
を
は
か
る
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
村
山
産
地
の
生
産
構
造
は
、
歴
史
的
に
織
元
を
中
心
に
す
る
加
工
業
者
の
集
団
が
形
成
さ
れ
、
織
元
自
体
は
生
産
の
具
体
的
能
力
を
持
た
ず
、
糸
が
織
物
に
仕
上
が
る
ま
で
の
調
整
機
能
を
果
す
と
い
う
問
屋
制
的
な
生
産
形
態
を
基
礎
に
し
て
き
た
。
こ
の
問
屋
制
家
内
工
業
と
い
う
生
産
形
態
と
産
地
内
の
分
業
構
造
の
結
合
と
い
う
歴
史
的
な
形
態
は
、
村
山
産
地
が
産
地
の
規
模
が
小
さ
く
、
周
囲
の
環
境
変
化
か
ら
と
り
残
さ
れ
た
と
い
う
特
殊
な
条
件
に
よ
っ
て
温
存
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
近
代
化
の
波
か
ら
と
り
残
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
、
反
面
に
お
い
て
、
手
作
業
と
伝
統
的
な
技
法
を
現
在
に
保
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
従
来
ま
で
の
安
定
的
な
生
産
規
模
か
ら
、
昭
和
四
〇
年
代
中
頃
以
来
の
″
手
づ
く
り
ブ
ー
ム
″
を
契
機
と
す
る
生
産
量
の
拡
大
の
要
請
へ
の
移
行
は
、
賃
機
の
減
少
と
遠
方
拡
散
に
よ
っ
て
、
賃
機
依
存
の
問
屋
制
的
生
産
形
態
の
維
持
を
困
難
に
さ
せ
て
い
る
。
　
現
在
の
村
山
大
島
紬
の
約
三
五
％
は
、
す
で
に
東
北
な
ど
へ
の
進
出
工
場
か
ら
産
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
趨
勢
と
し
て
は
今
後
も
工
場
部
分
は
増
大
す
る
可
能
性
が
強
い
。
こ
の
工
場
経
営
の
主
体
は
、
過
去
十
数
年
の
間
に
売
上
げ
を
増
大
さ
せ
、
資
本
蓄
積
を
あ
る
程
度
実
現
し
て
き
た
産
地
内
で
の
上
位
の
部
分
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
対
し
、
産
地
内
で
の
下
位
の
部
分
は
、
い
ま
だ
資
本
蓄
積
も
十
分
に
行
な
わ
れ
ず
、
工
場
制
へ
の
展
開
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
部
分
は
あ
く
ま
で
も
賃
機
依
存
の
問
屋
制
的
な
形
態
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
ず
、
工
場
制
へ
移
行
し
つ
つ
あ
る
企
業
群
と
の
間
の
コ
ス
ト
差
を
解
消
す
る
こ
と
を
ま
す
ま
す
困
難
に
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
が
今
後
、
産
地
内
で
地
場
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を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
は
、
″
手
づ
く
り
″
と
″
伝
統
性
″
を
基
軸
に
、
産
地
内
の
零
細
な
家
内
労
働
を
主
体
と
す
る
分
業
シ
ス
テ
ム
を
合
理
的
に
組
織
化
し
、
運
営
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
一
方
、
村
山
産
地
に
お
け
る
加
工
業
者
は
、
家
内
労
働
的
な
賃
加
工
を
行
な
う
だ
け
と
い
う
機
能
分
担
に
あ
り
、
織
元
に
よ
る
問
屋
制
家
内
工
業
の
底
辺
部
分
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
加
工
業
者
群
は
性
格
的
に
ほ
ぼ
次
の
よ
う
な
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
　
①
染
屋
・
板
屋
…
…
こ
の
両
者
は
過
去
二
〇
年
程
の
間
に
事
業
所
数
の
変
動
を
み
な
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
こ
の
両
者
は
、
村
山
大
島
紬
に
お
け
る
伝
統
性
に
と
っ
て
特
に
重
要
な
部
分
を
担
当
し
て
い
る
と
い
う
性
格
に
加
え
て
、
技
術
・
技
法
レ
ベ
ル
で
の
熟
練
が
強
く
要
求
さ
れ
、
徒
弟
的
な
技
能
伝
達
が
必
修
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
板
屋
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
性
格
が
特
に
強
い
と
い
っ
て
よ
く
、
産
地
全
体
の
共
同
利
用
に
基
づ
く
公
共
財
産
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
　
②
巻
屋
…
…
巻
屋
は
三
九
業
者
の
全
て
が
五
人
以
下
と
い
う
小
零
細
な
専
業
的
家
内
労
働
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
の
巻
屋
の
取
引
織
元
は
ほ
と
ん
ど
固
定
的
で
あ
り
、
取
引
先
数
は
平
均
三
・
一
社
と
非
常
に
少
な
い
。
取
引
先
数
の
最
も
多
い
と
こ
ろ
で
七
社
、
一
社
専
属
の
と
こ
ろ
が
全
体
の
二
五
％
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
巻
屋
は
平
均
二
・
一
入
、
つ
ま
り
夫
修
二
人
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
多
く
、
近
年
に
お
け
る
織
元
の
東
北
地
方
へ
の
進
出
に
伴
っ
て
、
今
後
に
つ
い
て
大
き
な
不
安
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
不
安
の
根
は
、
東
北
進
出
工
場
が
製
織
だ
け
の
単
純
協
業
か
ら
、
工
場
内
で
た
て
巻
き
作
業
も
す
る
と
い
う
隣
接
工
程
も
含
む
協
業
へ
と
工
場
制
の
発
展
に
伴
う
必
然
的
な
行
為
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
村
山
地
域
内
で
専
業
的
家
内
労
働
を
営
ん
で
い
る
巻
屋
は
、
産
地
内
に
残
存
す
る
問
屋
制
的
な
部
分
と
の
対
応
の
み
で
し
か
生
き
ら
れ
ず
、
仕
事
量
の
拡
大
を
期
待
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
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③
引
込
屋
・
賃
機
…
…
…
こ
の
両
者
は
、
引
込
屋
が
織
元
の
近
く
に
立
地
し
て
い
る
が
、
賃
機
は
し
だ
い
に
遠
方
拡
散
し
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
異
な
っ
て
い
る
が
、
主
婦
の
家
庭
内
職
と
い
う
点
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
引
込
屋
に
つ
い
て
も
巻
屋
同
様
に
作
業
が
比
較
的
容
易
で
東
北
進
出
工
場
内
で
作
業
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
産
地
内
の
問
屋
制
的
形
態
の
内
部
で
の
み
存
立
の
意
義
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
賃
機
に
つ
い
て
は
、
当
然
、
工
場
制
と
対
立
的
な
存
在
で
あ
り
、
問
屋
制
的
色
彩
の
中
で
し
か
存
存
が
認
め
ら
れ
な
い
。
　
以
上
の
下
請
加
工
業
者
群
は
、
産
地
内
部
で
の
機
能
分
担
の
他
に
、
存
在
形
態
に
お
い
て
各
々
異
な
っ
た
面
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
個
々
の
特
異
性
に
従
っ
て
、
今
後
急
角
度
で
進
展
す
る
と
み
ら
れ
る
産
地
構
造
の
変
化
の
中
で
の
対
応
も
異
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。
従
来
の
村
山
産
地
は
、
問
屋
制
家
内
工
業
の
機
能
を
分
業
の
窮
極
ま
で
の
追
求
と
小
零
細
部
分
の
専
業
化
と
い
う
形
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
展
・
衰
退
の
歴
史
的
時
間
を
生
き
抜
い
て
き
た
。
今
後
の
村
山
産
地
の
問
屋
制
家
内
工
業
と
い
う
生
産
形
態
に
よ
っ
て
生
き
て
い
く
部
分
は
、
第
一
に
、
工
場
制
か
ら
産
出
さ
れ
る
製
品
に
対
し
て
明
確
な
個
性
を
打
出
す
こ
と
、
第
二
に
、
今
後
ま
す
ま
す
減
少
し
、
遠
方
に
拡
散
し
て
い
く
賃
機
に
つ
い
て
、
優
良
な
部
分
の
確
保
と
育
成
、
そ
し
て
合
理
的
な
管
理
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
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五
　
都
市
化
の
進
展
と
生
産
構
造
変
化
　
村
山
織
物
業
構
成
員
の
拡
が
り
は
関
東
西
北
部
一
帯
に
ま
で
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
主
要
な
部
分
は
ほ
ぼ
武
蔵
村
山
市
と
瑞
穂
町
を
中
心
と
す
る
隣
接
市
町
に
集
約
さ
れ
る
。
こ
の
武
蔵
村
山
市
、
瑞
穂
町
は
東
京
の
西
北
に
位
置
し
、
鉄
道
交
通
に
つ
い
て
国
鉄
八
高
線
箱
根
ケ
崎
騏
一
駅
の
み
と
い
う
恵
ま
れ
な
い
地
域
で
あ
る
。
こ
の
交
通
事
情
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、
半
農
半
工
と
し
て
出
発
し
た
織
物
業
を
伝
統
的
な
形
で
保
存
し
え
た
有
力
な
原
因
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
停
滞
し
た
状
態
の
下
で
単
純
再
生
産
を
営
ん
で
い
た
過
去
の
農
村
工
業
的
色
彩
は
、
現
在
、
道
路
交
通
事
情
の
好
転
、
都
市
化
の
進
展
、
所
得
の
増
大
、
自
動
車
工
業
な
ど
の
都
心
か
ら
の
地
域
参
入
に
よ
っ
て
大
き
く
変
ろ
う
と
し
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
な
地
域
構
造
の
変
化
は
、
第
一
に
、
他
産
業
の
地
域
参
入
に
よ
る
雇
用
機
会
の
増
大
、
第
二
に
、
他
地
域
へ
の
通
勤
の
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可
能
性
の
増
大
、
第
三
に
、
所
得
増
大
に
よ
る
家
庭
の
主
婦
の
内
職
的
家
内
労
働
か
ら
の
離
脱
等
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
村
山
織
物
業
の
村
山
地
域
に
お
け
る
位
置
の
後
退
と
、
村
山
織
物
業
自
体
の
再
生
産
構
造
を
維
持
す
る
た
め
の
地
域
的
拡
大
を
促
す
こ
と
に
な
っ
た
。
　
現
存
の
村
山
織
物
業
の
地
域
的
な
拡
が
り
を
織
元
、
染
屋
、
板
屋
、
巻
屋
、
買
継
商
の
一
四
二
業
者
に
つ
い
て
み
る
と
、
武
蔵
村
山
市
を
中
心
に
八
市
二
町
に
及
ん
で
い
る
も
よ
う
。
ま
た
引
込
屋
に
つ
－n2－
い
て
は
詳
細
は
不
明
だ
が
、
一
般
に
織
元
に
近
接
し
な
が
ら
内
職
的
家
内
労
働
と
い
う
形
態
を
と
っ
て
い
る
の
で
、
以
上
の
拡
が
り
か
ら
は
出
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
の
製
織
部
分
を
除
く
加
工
業
者
群
と
織
元
、
買
継
商
の
地
域
的
な
拡
が
り
を
昭
和
三
三
年
段
階
と
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
な
事
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
①
　
全
般
的
な
地
域
の
拡
が
り
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
一
年
現
在
と
昭
和
三
三
年
段
階
と
は
そ
れ
ほ
ど
変
り
は
な
い
。
　
②
　
し
か
し
、
昭
和
三
三
年
段
階
で
は
武
蔵
村
山
市
（
当
時
の
村
山
町
）
、
瑞
穂
町
と
い
う
中
心
二
市
町
に
極
度
に
集
中
し
て
い
た
が
、
現
在
は
か
な
り
外
周
地
域
に
分
散
し
て
い
る
も
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
、
生
産
の
組
織
者
で
あ
る
織
元
に
つ
い
て
み
る
と
、
中
心
二
市
町
で
は
ほ
と
ん
ど
変
ら
な
い
が
、
昭
和
三
三
年
段
階
で
の
武
蔵
村
山
市
、
瑞
穂
町
、
入
間
市
、
東
大
和
市
、
立
川
市
の
中
心
五
市
町
の
地
域
集
中
度
は
八
九
・
〇
％
で
あ
っ
た
の
が
、
昭
和
五
一
年
で
は
八
五
・
九
％
と
後
退
し
て
い
る
。
巻
屋
に
つ
い
て
も
同
時
期
一
〇
〇
％
か
ら
九
二
・
三
％
に
低
下
し
て
い
る
。
　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
依
然
と
し
て
武
蔵
村
山
市
、
瑞
穂
町
を
中
心
と
す
る
隣
接
市
町
に
生
産
の
中
心
が
あ
る
こ
と
は
変
ら
な
い
が
、
生
産
機
能
の
中
心
的
な
部
分
の
一
部
が
、
外
へ
の
拡
が
り
を
す
す
め
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
次
に
検
討
す
る
賃
機
の
地
域
的
拡
散
や
、
東
北
地
方
な
ど
へ
の
工
場
進
出
と
も
絡
め
る
と
、
村
山
織
物
業
自
体
が
産
地
が
形
成
さ
れ
た
歴
史
的
経
緯
に
よ
っ
て
依
然
と
し
て
村
山
地
域
を
中
心
に
生
産
機
能
の
主
要
部
分
を
集
中
さ
せ
て
は
い
る
か
、
徐
々
に
地
域
的
な
制
約
を
解
放
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
　
地
域
工
業
構
造
の
変
化
、
産
地
の
広
域
化
と
い
っ
た
現
象
は
、
一
地
域
に
お
け
る
他
産
業
、
あ
る
い
は
地
域
間
の
雇
用
吸
収
力
格
差
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
る
が
、
村
山
織
物
業
の
場
合
、
一
時
的
な
好
不
況
は
別
に
し
て
も
、
労
働
集
約
的
な
手
作
業
に
主
と
し
て
依
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存
し
て
い
る
以
上
、
生
産
性
、
賃
金
と
い
っ
た
側
面
に
つ
い
て
飛
躍
的
上
昇
を
実
現
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
同
地
域
に
お
け
る
他
産
業
と
の
バ
ラ
ン
ス
、
他
地
域
と
の
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
産
業
の
維
持
・
発
展
の
た
め
の
基
本
的
な
条
件
に
お
い
て
常
に
不
利
な
立
場
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
　
ま
た
、
こ
の
点
、
織
元
や
加
工
業
者
以
上
に
現
在
の
村
山
織
物
業
に
と
っ
て
の
地
域
的
拡
大
の
重
要
性
は
、
次
節
で
述
べ
る
賃
機
の
拡
散
と
東
北
へ
の
工
場
進
出
に
集
中
的
に
表
わ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
六
　
賃
機
の
地
域
的
拡
散
と
東
北
地
方
へ
の
工
場
進
出
　
先
出
第
２
表
に
よ
る
と
、
昭
和
三
三
年
頃
と
昭
和
五
一
年
現
在
で
は
、
織
子
の
数
に
は
そ
れ
ほ
ど
の
変
化
は
な
い
が
、
地
域
的
に
は
著
し
い
変
化
が
あ
っ
た
も
よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
昭
和
三
三
年
の
数
字
は
若
干
信
頼
度
に
欠
け
る
が
、
一
応
の
目
安
と
し
て
考
え
れ
ば
よ
い
。
　
こ
れ
に
よ
る
と
、
武
蔵
村
山
市
、
瑞
穂
町
、
入
間
市
、
東
大
和
市
、
立
川
市
と
い
う
中
心
五
市
町
で
、
昭
和
三
三
年
段
階
で
は
三
、
三
九
五
軒
と
全
体
の
九
八
・
五
％
を
占
め
て
い
た
の
が
、
昭
和
五
一
年
に
は
一
、
二
三
三
軒
と
全
体
の
四
〇
・
一
％
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
い
る
。
中
心
五
市
町
で
減
少
が
著
し
い
の
は
、
武
蔵
村
山
市
（
八
六
六
軒
の
減
少
）
、
入
間
市
（
八
五
四
軒
の
減
少
）
、
東
大
和
市
（
四
七
五
軒
の
減
少
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
瑞
穂
町
は
三
一
軒
の
増
加
と
従
来
の
軒
数
と
ほ
と
ん
ど
変
ら
な
い
。
　
こ
の
中
心
地
域
に
お
け
る
減
少
分
は
、
東
北
地
方
へ
の
工
場
進
出
（
織
機
台
数
七
六
六
台
）
や
所
沢
市
、
飯
能
市
な
ど
の
埼
玉
県
、
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五
日
市
町
、
秩
父
市
、
羽
村
町
、
奥
多
摩
町
な
ど
の
外
周
地
域
へ
の
拡
散
に
よ
っ
て
補
わ
れ
て
い
る
。
東
北
地
方
へ
の
工
場
進
出
は
昭
和
四
三
年
頃
か
ら
で
あ
り
、
鉱
山
跡
地
の
建
造
物
、
過
疎
農
山
村
の
工
場
誘
致
に
応
じ
て
実
現
さ
れ
、
現
存
、
二
二
工
場
。
な
お
、
共
同
で
進
出
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
村
山
産
地
七
一
織
元
の
う
ち
三
二
織
元
と
全
体
の
四
五
％
が
東
北
地
方
な
ど
へ
の
工
場
進
出
を
行
な
っ
て
い
る
。
　
進
出
形
態
に
つ
い
て
は
、
村
山
の
織
元
が
単
独
で
進
出
す
る
場
合
と
何
社
か
が
共
同
で
進
出
す
る
場
合
の
二
通
り
あ
る
が
、
二
二
工
場
の
う
ち
単
独
で
進
出
し
て
い
る
も
の
が
一
五
工
場
、
共
同
で
進
出
し
て
い
る
も
の
が
七
工
場
で
あ
る
。
　
進
出
の
動
機
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
村
山
周
辺
に
お
け
る
賃
機
の
減
少
を
理
由
に
あ
げ
て
い
る
。
工
場
進
出
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
管
理
が
ゆ
き
と
ど
き
、
生
産
性
、
品
質
と
も
産
地
内
の
賃
機
よ
り
も
良
い
と
い
う
好
結
果
と
、
反
面
に
お
け
る
管
理
費
用
の
増
大
と
い
う
困
難
を
も
た
ら
し
て
い
る
も
よ
う
。
　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
村
山
産
地
内
に
お
け
る
賃
機
の
減
少
と
周
辺
地
域
へ
の
拡
散
と
い
う
事
態
は
、
生
産
力
の
確
保
と
い
う
意
味
か
ら
東
北
地
方
へ
の
工
場
進
出
と
い
う
形
態
を
生
み
出
し
た
。
進
出
の
結
果
は
、
高
品
質
の
製
品
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
体
制
を
も
た
ら
し
、
村
山
地
域
内
で
の
賃
機
の
安
定
的
供
給
が
展
望
さ
れ
な
い
現
存
、
労
働
力
を
求
め
た
東
北
地
方
へ
の
工
場
進
出
と
い
う
形
態
は
、
村
山
織
物
業
の
生
産
体
制
と
し
て
否
定
で
き
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
東
北
地
方
な
ど
と
い
う
遠
方
へ
の
工
場
進
出
は
、
工
場
制
生
産
が
一
般
的
に
か
か
え
て
い
る
工
程
の
一
貫
化
の
動
き
を
も
た
ら
し
、
現
地
工
場
内
で
製
織
以
外
に
た
て
巻
き
、
引
込
み
、
捺
染
程
度
の
実
施
を
普
通
に
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
態
は
、
一
方
に
お
い
て
、
産
地
内
の
零
細
な
家
内
労
働
を
基
礎
に
分
業
の
一
部
を
担
当
し
て
い
る
加
工
業
者
の
存
続
を
困
難
に
し
、
他
方
に
お
い
て
、
す
ぐ
れ
て
地
域
的
な
存
存
で
あ
る
は
ず
の
伝
統
産
業
の
地
域
性
を
稀
薄
に
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
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も
と
も
と
伝
統
産
業
は
、
次
の
二
つ
の
意
味
に
お
い
て
地
域
的
な
存
在
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
伝
統
産
業
が
地
域
的
な
企
業
集
団
か
ら
な
る
産
地
を
形
成
し
て
い
る
点
、
第
二
に
、
伝
統
産
業
が
地
域
経
済
及
び
地
域
社
会
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
長
い
間
に
わ
た
っ
て
伝
統
産
業
を
支
え
て
き
た
産
地
の
社
会
的
分
業
を
急
激
に
解
体
さ
せ
、
地
域
性
、
伝
統
性
の
実
質
を
失
わ
せ
る
よ
う
な
流
れ
に
対
し
て
、
あ
る
い
は
、
伝
統
産
業
を
底
辺
で
支
え
て
き
た
零
細
な
家
内
労
働
者
群
の
生
活
を
急
激
に
圧
迫
す
る
よ
う
な
動
き
に
対
し
て
は
、
な
に
も
個
別
伝
統
産
業
の
伝
統
産
業
ら
し
さ
を
守
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
伝
統
産
業
を
支
え
る
人
達
と
地
域
的
個
性
を
守
り
か
つ
発
展
さ
せ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
何
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）
か
の
方
策
を
提
起
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
　
特
に
村
山
織
物
業
の
場
合
に
は
、
都
市
化
の
進
展
と
次
節
で
扱
う
伝
統
産
業
ブ
ー
ム
と
い
う
二
つ
の
要
因
が
強
く
絡
み
合
い
な
が
ら
生
産
構
造
を
急
激
に
変
化
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
″
伝
統
性
″
と
い
う
概
念
は
た
ん
な
る
商
標
と
し
て
の
意
味
に
転
落
し
、
そ
の
″
伝
統
性
″
を
支
え
る
は
ず
の
地
域
的
個
性
や
生
産
構
造
は
、
何
ら
実
体
を
持
ち
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
さ
え
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
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七
　
。
伝
産
法
〃
後
の
発
展
構
造
の
変
化
　
村
山
織
物
業
の
生
産
構
造
変
化
を
考
え
て
い
く
場
合
、
先
に
あ
げ
た
都
市
化
の
進
展
と
同
時
に
、
も
う
一
つ
重
要
な
要
因
、
″
伝
統
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
″
（
以
下
〃
伝
産
法
〃
と
い
う
）
の
指
定
に
よ
っ
て
頂
点
に
達
し
た
″
伝
統
工
芸
品
ブ
ー
ム
″
を
と
り
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
村
山
大
島
紬
は
昭
和
四
十
九
年
五
月
の
伝
産
法
施
行
以
来
、
産
地
ぐ
る
み
で
積
極
的
に
活
動
し
、
昭
和
五
〇
年
二
月
に
は
、
第
一
次
指
定
一
一
品
目
の
中
の
一
品
目
と
し
て
指
定
を
う
け
た
。
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村
山
織
物
業
の
場
合
、
こ
の
伝
産
法
指
定
は
内
部
に
深
く
進
行
し
て
い
た
産
地
の
生
産
構
造
の
変
化
を
急
激
に
表
面
化
さ
せ
る
起
爆
剤
と
な
っ
た
。
そ
の
際
、
わ
れ
わ
れ
が
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
指
定
に
伴
う
知
名
度
の
上
昇
と
そ
の
結
果
発
生
し
た
販
売
量
の
増
大
で
あ
る
。
　
従
来
か
ら
村
山
大
島
紬
の
場
合
、
基
本
的
に
は
歴
史
の
短
か
さ
、
産
地
の
規
模
の
小
さ
さ
に
よ
る
知
名
度
の
低
さ
が
需
要
の
拡
大
を
制
限
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
不
活
発
さ
が
品
質
・
企
画
面
で
の
向
上
を
妨
げ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
悪
循
環
が
、
本
場
大
島
紬
（
鹿
児
島
県
）
に
対
し
て
亜
流
で
あ
り
、
下
級
の
代
替
財
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
植
付
け
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
伝
産
法
指
定
は
村
山
大
島
紬
自
体
の
伝
統
性
を
保
証
し
、
従
来
不
当
に
貶
め
ら
れ
て
い
た
地
位
を
大
幅
に
持
ち
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
流
通
段
階
で
の
商
品
価
値
認
識
も
飛
躍
的
に
向
上
し
、
繊
維
不
況
が
一
般
化
し
て
い
る
状
況
で
も
、
村
山
大
島
紬
は
ひ
と
り
引
合
い
の
殺
到
を
み
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
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以
上
の
よ
う
な
点
を
踏
ま
え
て
村
山
織
物
業
の
現
在
ま
で
の
発
展
構
造
の
図
式
は
、
ほ
ぼ
第
３
図
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
な
因
果
関
係
に
の
っ
と
っ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
こ
の
図
式
で
最
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
″
手
づ
く
り
ブ
ー
ム
″
″
伝
産
法
指
定
″
を
契
機
と
し
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
仮
需
要
の
増
大
と
そ
れ
に
基
づ
く
売
手
市
場
と
い
う
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
で
あ
る
。
こ
の
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
村
山
織
物
業
の
近
年
の
発
展
の
図
式
の
中
で
生
産
構
造
と
価
格
構
造
に
関
し
て
新
た
な
問
題
を
引
き
起
す
こ
と
に
な
っ
た
。
　
特
に
生
産
構
造
に
つ
い
て
は
、
賃
機
の
減
少
と
い
う
村
山
地
域
の
都
市
化
の
進
展
に
伴
っ
て
進
行
し
て
い
た
生
産
能
力
不
足
を
顕
存
化
さ
せ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
先
に
検
討
し
た
東
北
地
方
へ
の
工
場
進
出
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
も
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
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ハ
　
問
屋
制
か
ら
工
場
制
へ
の
移
行
に
伴
う
問
題
　
以
上
の
よ
う
に
内
部
に
構
造
変
化
を
す
す
め
な
が
ら
も
、
需
要
圧
力
と
い
う
外
的
要
因
に
よ
っ
て
著
し
い
発
展
を
実
現
し
て
き
た
村
山
織
物
業
も
、
昭
和
五
一
年
中
頃
か
ら
新
た
な
局
面
に
突
入
し
て
い
る
も
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
新
た
な
局
面
は
、
発
展
の
基
礎
と
な
っ
た
需
要
圧
力
が
、
発
展
の
中
で
形
成
さ
れ
た
″
流
通
存
庫
の
増
大
″
″
価
格
の
上
が
り
す
ぎ
″
と
い
う
二
つ
の
現
象
に
よ
っ
て
停
止
し
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
逆
転
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
際
、
工
場
制
へ
の
移
行
に
よ
る
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供
給
力
の
増
大
が
需
給
バ
ラ
ン
ス
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
　
と
こ
ろ
で
、
従
来
か
ら
景
気
変
動
に
対
し
て
村
山
は
賃
機
の
稼
動
を
調
節
す
る
と
い
う
形
で
対
応
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
後
退
期
は
従
来
ま
で
と
は
異
な
っ
た
経
験
を
村
山
織
物
業
に
課
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
今
後
の
村
山
を
規
定
す
る
発
展
構
造
が
従
来
の
も
の
と
は
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
つ
ま
り
従
来
ま
で
の
発
展
構
造
は
、
賃
機
を
基
礎
に
し
た
問
屋
制
家
内
工
業
的
生
産
形
態
を
基
軸
に
、
著
し
い
拡
大
も
な
く
小
規
模
な
生
産
量
を
買
継
商
と
の
い
わ
ば
オ
ー
プ
ン
取
引
に
よ
っ
て
ま
か
な
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
今
後
は
、
村
山
大
島
紬
ブ
ー
ム
を
出
発
点
と
す
る
拡
大
の
思
想
を
べ
ｌ
ス
に
、
村
山
に
注
目
し
て
い
る
買
継
商
に
よ
る
優
良
織
元
の
系
列
化
に
よ
っ
て
製
品
を
流
す
と
い
う
形
態
に
移
行
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
発
展
の
基
本
構
造
が
大
き
く
変
化
す
る
な
ら
ば
、
産
地
の
生
産
構
造
も
変
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
村
山
大
島
紬
の
生
産
の
実
態
は
、
こ
こ
数
年
の
間
に
著
し
く
東
北
地
方
の
工
場
に
依
存
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
東
北
地
方
と
い
う
地
域
的
な
拡
が
り
は
こ
こ
で
の
考
慮
か
ら
一
応
除
外
す
る
に
し
て
も
、
工
場
制
と
い
う
新
た
な
形
態
に
移
行
し
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
発
生
す
る
問
題
は
、
今
後
の
村
山
に
と
っ
て
非
常
に
重
大
に
な
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
、
工
場
制
へ
の
移
行
は
生
産
力
の
増
大
を
も
た
ら
す
が
、
一
方
に
お
い
て
、
固
定
費
は
増
大
し
、
新
た
な
管
理
能
力
が
要
求
さ
れ
、
企
業
間
格
差
を
著
し
く
拡
大
す
る
要
因
と
な
る
。
も
っ
と
も
、
工
場
制
へ
の
移
行
に
伴
っ
て
、
そ
の
基
礎
と
な
る
資
本
蓄
積
と
管
理
能
力
が
十
分
で
な
け
れ
ば
、
没
落
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
　
他
方
、
工
場
制
は
、
本
質
的
に
同
一
工
程
を
同
一
作
業
場
所
に
集
め
る
と
い
う
初
期
的
な
単
純
協
業
の
段
階
か
ら
、
し
だ
い
に
、
工
場
内
で
可
能
な
隣
接
工
程
も
含
む
一
貫
化
へ
の
道
を
歩
む
性
格
を
持
っ
て
い
る
が
、
村
山
の
場
合
、
遠
隔
地
に
工
場
を
立
地
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
が
、
工
場
に
お
け
る
一
貫
化
の
可
能
性
を
早
め
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
分
業
で
成
り
立
っ
て
い
た
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村
山
産
地
は
、
分
業
の
基
礎
が
主
と
し
て
家
内
労
働
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
工
場
進
出
と
い
う
形
態
に
つ
い
て
ゆ
け
ず
、
分
業
の
一
部
を
し
だ
い
に
脱
落
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
わ
け
で
あ
る
。
ω
　
織
元
間
の
格
差
の
発
生
　
以
上
の
点
を
ま
ず
、
工
場
制
へ
の
移
行
に
伴
う
固
定
費
の
増
大
、
管
理
能
力
の
要
求
と
い
う
事
態
の
中
で
、
産
地
の
生
産
の
組
織
者
で
あ
る
織
元
群
の
位
置
関
係
が
ど
の
よ
う
に
変
っ
て
い
く
か
に
つ
い
て
か
ら
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
従
来
の
問
屋
制
的
形
態
に
よ
っ
て
秩
序
だ
て
ら
れ
て
い
た
構
造
を
、
工
場
制
移
行
後
の
新
た
な
企
業
間
格
差
の
発
生
を
起
点
に
再
編
成
し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
　
ま
ず
第
一
に
、
工
場
制
に
移
行
し
た
織
元
と
問
屋
制
的
形
態
を
保
っ
て
い
る
織
元
と
の
間
に
格
差
を
発
生
さ
せ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
生
産
能
力
の
程
度
、
生
産
性
の
上
昇
、
高
品
質
化
を
軸
に
格
差
を
顕
在
化
さ
せ
る
。
た
だ
し
、
不
況
の
際
の
耐
久
力
、
独
自
の
企
画
力
、
小
回
り
性
な
ど
は
問
屋
制
的
形
態
の
方
が
優
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
　
第
二
に
、
工
場
制
に
移
行
し
た
織
元
間
の
格
差
で
あ
る
。
具
体
的
に
進
出
し
て
い
る
形
態
に
し
て
も
単
独
の
場
合
、
共
同
の
場
合
が
あ
り
、
地
域
も
北
海
道
、
東
北
一
円
に
拡
が
っ
て
い
る
。
規
模
も
織
機
台
数
で
平
均
約
三
五
台
、
少
な
い
と
こ
ろ
で
は
一
〇
台
、
多
い
と
こ
ろ
で
は
一
四
〇
台
と
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
さ
ら
に
工
場
で
行
な
っ
て
い
る
工
程
を
み
る
と
、
製
織
の
み
を
行
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
捺
染
、
た
て
巻
、
引
込
み
も
行
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
ま
で
多
種
多
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
多
種
多
様
で
あ
る
限
り
、
工
場
制
に
伴
う
固
定
費
負
担
の
増
大
、
管
理
能
力
の
必
要
性
と
い
っ
た
一
般
的
な
困
難
の
ほ
か
に
、
進
出
地
域
の
特
殊
性
へ
の
対
応
な
ど
一
般
化
で
き
な
い
困
難
も
含
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
進
出
企
業
の
資
本
蓄
積
の
程
度
や
経
営
者
の
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ン
ス
、
さ
ら
に
共
同
で
進
出
し
て
い
る
場
合
の
連
係
な
ど
が
工
場
的
経
営
の
成
否
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
工
場
制
に
移
行
し
た
織
元
間
に
格
差
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
な
お
、
こ
の
格
差
は
需
要
拡
大
の
時
期
よ
り
も
、
む
し
ろ
需
要
停
滞
の
時
期
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
確
に
な
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
。
　
つ
ま
り
、
村
山
織
物
業
の
発
展
構
造
に
と
っ
て
、
約
半
数
の
織
元
が
工
場
進
出
し
て
い
る
と
い
う
事
態
は
、
従
来
の
問
屋
制
的
形
態
の
中
で
安
定
的
に
構
成
さ
れ
て
い
た
織
元
の
位
置
関
係
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
再
編
成
は
、
生
産
力
、
生
産
性
、
高
品
質
化
を
軸
と
す
る
工
場
制
に
移
行
し
た
グ
ル
ー
プ
と
問
屋
制
的
形
態
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
格
差
増
大
、
工
場
制
移
行
グ
ル
ー
プ
内
に
お
け
る
管
理
能
力
、
資
本
蓄
積
の
程
度
を
軸
と
し
た
格
差
増
大
、
さ
ら
に
工
場
制
に
対
抗
す
る
問
屋
制
的
形
態
の
グ
ル
ー
プ
内
に
お
け
る
企
画
力
の
蓄
積
、
小
回
り
性
な
ど
に
よ
る
独
特
な
地
場
の
確
保
の
有
無
に
よ
る
格
差
増
大
な
ど
と
複
雑
に
進
行
す
る
も
の
と
み
て
よ
い
。
　
村
山
織
物
業
の
場
合
、
工
場
制
に
移
行
す
る
部
分
が
現
わ
れ
て
か
ら
期
間
も
短
く
、
そ
の
間
に
需
要
停
帯
を
経
験
し
な
か
っ
た
こ
と
が
再
編
成
を
遅
ら
せ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
存
進
行
し
つ
つ
あ
る
需
要
の
停
滞
は
、
十
分
な
資
本
蓄
積
も
な
い
ま
ま
ム
ー
ド
的
に
工
場
進
出
し
た
織
元
や
、
独
自
の
企
画
力
も
な
く
近
年
の
一
般
的
な
需
要
増
大
に
安
閑
と
し
て
い
た
一
部
の
問
屋
制
的
形
態
を
と
っ
て
い
る
織
元
を
相
当
の
困
難
に
追
い
込
む
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。
今
後
進
展
す
る
再
編
成
の
中
で
産
地
に
確
固
た
る
位
置
を
築
き
う
る
の
は
、
あ
る
程
度
の
資
本
蓄
積
を
前
提
に
固
定
費
負
担
を
回
避
し
、
工
場
の
管
理
を
適
確
に
行
な
い
う
る
工
場
制
に
移
行
し
た
一
部
の
織
元
と
、
独
自
の
企
画
力
を
背
景
に
、
製
品
面
で
独
創
的
な
も
の
を
開
発
し
う
る
一
部
の
問
屋
制
的
織
元
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
　
今
後
、
需
要
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
に
よ
っ
て
買
継
商
と
の
力
関
係
は
大
き
く
変
化
し
、
買
継
商
に
よ
る
優
良
織
元
の
選
別
や
系
列
化
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が
進
展
し
、
織
元
間
の
競
争
も
相
当
激
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
競
争
の
主
軸
は
、
生
産
性
、
品
質
、
企
画
力
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
条
件
を
満
た
す
か
満
た
さ
な
い
か
と
い
う
基
準
に
よ
っ
て
産
地
の
織
元
の
再
編
成
は
急
角
度
に
進
展
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
㈲
　
産
地
の
分
業
構
造
の
変
化
　
次
に
、
工
場
制
へ
の
移
行
が
も
た
ら
す
産
地
の
分
業
構
造
へ
の
影
響
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
　
産
業
の
発
展
段
階
と
し
て
問
屋
制
か
ら
工
場
制
へ
移
行
す
る
こ
と
の
本
質
は
、
作
業
者
を
一
カ
所
に
集
中
し
、
同
一
作
業
時
間
で
付
加
価
値
を
高
め
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
エ
場
制
移
行
の
初
期
的
段
階
は
、
同
一
工
程
の
作
業
者
を
工
場
内
に
集
中
さ
せ
管
理
し
て
い
く
と
い
う
方
法
を
と
る
場
合
が
多
い
が
、
よ
り
進
ん
だ
段
階
で
は
、
隣
接
工
程
を
同
一
工
場
内
に
持
込
み
一
貫
生
産
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
付
加
価
値
を
高
め
て
い
く
と
い
う
方
向
を
と
る
。
た
だ
し
そ
の
場
合
、
そ
れ
に
耐
え
ら
れ
る
だ
け
の
資
本
蓄
積
と
管
理
能
力
の
蓄
積
が
必
要
と
さ
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
東
北
進
出
工
場
の
発
展
段
階
を
み
る
と
、
製
織
一
工
程
だ
け
と
い
う
初
期
的
な
単
純
協
業
の
段
階
か
ら
、
現
在
は
ほ
ぼ
一
貫
化
の
段
階
に
突
入
し
た
過
渡
期
で
あ
る
と
規
定
す
る
こ
と
が
妥
当
だ
ろ
う
。
　
第
３
表
を
み
る
と
、
製
織
、
引
込
み
、
た
て
巻
き
の
三
工
程
以
上
を
工
場
で
行
な
っ
て
い
る
も
の
は
全
体
の
半
分
、
た
て
巻
き
を
行
な
っ
て
い
る
工
場
は
一
六
工
場
、
引
込
み
を
行
な
っ
て
い
る
工
場
は
一
四
工
場
と
各
々
七
三
％
、
六
四
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
村
山
大
島
紬
の
た
て
巻
き
、
引
込
み
の
う
ち
約
二
〇
～
三
〇
％
は
東
北
の
工
場
で
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
　
本
来
的
に
工
場
制
の
本
質
は
、
作
業
が
比
軽
的
容
易
で
隣
接
工
程
に
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
工
場
内
で
行
な
っ
た
方
が
メ
リ
ッ
ト
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が
大
き
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
以
上
、
村
山
地
域
内
に
あ
る
巻
屋
、
引
込
屋
の
仕
事
量
は
今
後
停
滞
し
て
い
く
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
の
場
合
、
彼
ら
の
存
立
基
盤
は
産
地
の
問
屋
制
的
生
産
形
態
を
と
っ
て
い
る
織
元
と
の
対
応
で
し
か
あ
り
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
　
こ
こ
ま
で
進
行
し
て
き
た
工
場
制
へ
の
移
行
は
、
後
戻
り
の
困
難
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
都
市
化
の
進
展
と
と
も
に
賃
機
も
減
少
し
、
問
屋
制
的
生
産
形
態
の
維
持
も
ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
工
場
制
が
問
屋
制
と
は
対
立
的
（
た
だ
し
、
工
場
制
を
と
っ
て
い
る
織
元
が
、
問
屋
制
的
部
分
を
外
業
部
と
し
て
支
配
し
、
景
気
変
動
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
利
用
す
る
場
合
も
あ
る
こ
と
に
注
意
）
な
も
の
で
あ
る
以
上
、
従
来
の
産
地
を
支
え
て
き
た
分
業
シ
ス
テ
ム
は
新
た
な
発
展
構
造
の
中
で
再
編
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
　
特
に
村
山
産
地
の
場
合
に
は
、
分
業
シ
ス
テ
ム
の
変
化
と
い
う
問
題
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
専
業
的
家
内
労
働
を
営
ん
で
い
る
巻
屋
に
集
中
的
に
現
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
産
地
の
発
展
構
造
の
新
た
な
展
開
の
中
で
、
巻
屋
が
発
展
の
展
望
を
持
ち
え
な
く
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
構
造
変
化
は
、
都
市
化
要
因
な
ど
が
強
ま
る
中
で
不
可
逆
的
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
産
地
と
し
て
も
い
た
ず
ら
な
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
、
事
業
転
換
を
必
要
と
す
る
も
の
に
は
そ
れ
な
り
の
援
助
を
す
る
な
ど
の
方
針
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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産
地
構
造
の
バ
ラ
ン
ス
　
い
う
ま
で
も
な
く
産
地
の
生
産
・
流
通
構
造
は
一
つ
の
有
機
体
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
有
機
体
的
構
成
は
歴
史
的
な
調
整
過
程
の
中
で
そ
の
時
代
の
合
理
性
を
満
た
す
方
向
で
再
編
成
を
繰
り
返
す
。
現
存
の
村
山
織
物
業
の
構
造
変
動
の
歴
史
的
軸
は
、
①
問
屋
制
家
内
工
業
か
ら
工
場
制
手
工
業
へ
の
移
行
、
②
従
来
ま
で
の
産
地
を
支
え
て
き
た
下
請
加
工
業
者
群
の
産
地
に
お
け
る
位
置
づ
け
の
変
化
、
③
買
継
商
に
よ
る
系
列
化
の
進
展
な
ど
で
あ
る
。
今
後
の
村
山
織
物
業
の
有
機
体
的
構
成
の
再
編
は
、
以
上
の
よ
う
な
事
態
か
ら
発
生
す
る
問
題
が
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
現
わ
れ
て
く
る
中
で
進
展
し
て
い
く
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
　
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
す
で
に
村
山
織
物
業
に
お
け
る
近
年
の
拡
大
の
中
で
隠
蔽
さ
れ
な
が
ら
も
相
当
程
度
の
進
展
を
み
せ
て
い
る
。
こ
の
点
、
村
山
織
物
業
の
場
合
、
産
地
構
造
の
再
編
、
伝
統
産
地
と
し
て
の
存
統
・
発
展
と
い
う
意
味
か
ら
は
、
こ
れ
ら
か
ら
－126－
発
生
す
る
問
題
が
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
形
で
決
着
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
　
経
済
過
程
は
、
一
つ
の
バ
ラ
ン
ス
体
系
か
ら
新
た
な
バ
ラ
ン
ス
体
系
へ
の
移
行
の
際
、
局
部
的
に
著
し
い
不
均
衡
を
発
生
さ
せ
、
不
均
衡
の
下
方
に
向
わ
ざ
る
を
え
な
い
部
分
を
回
復
不
可
能
に
追
い
や
る
場
合
が
多
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
下
方
に
落
込
む
部
分
は
、
必
ず
し
も
新
た
な
体
系
に
と
っ
て
不
用
の
も
の
と
は
限
ら
ず
、
新
た
な
体
系
が
成
立
す
る
際
大
き
な
ネ
ッ
ク
と
も
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
移
行
の
際
の
不
均
衡
過
程
で
最
も
打
撃
を
受
け
や
す
い
の
は
、
独
特
な
技
能
に
依
存
し
、
零
細
な
ま
ま
伝
統
性
を
維
持
し
て
い
る
職
人
的
な
部
分
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
移
行
後
の
伝
統
技
術
伝
達
に
大
き
な
問
題
を
投
げ
か
け
る
可
能
性
が
強
い
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
村
山
織
物
業
を
み
る
な
ら
ば
、
新
た
な
バ
ラ
ン
ス
体
系
は
、
分
業
に
基
づ
く
問
屋
制
家
内
工
業
的
な
段
階
か
ら
工
場
制
手
工
業
に
移
行
し
た
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
る
生
産
構
造
と
、
買
継
商
に
よ
る
優
良
織
元
の
系
列
化
と
い
う
流
通
構
造
を
基
礎
に
し
た
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
　
そ
の
場
合
、
現
在
進
展
し
て
い
る
調
整
過
程
の
中
で
、
将
来
的
に
最
も
問
題
に
な
る
の
は
、
巻
屋
、
引
込
屋
、
染
屋
、
板
屋
と
い
っ
た
下
請
加
工
業
者
群
で
あ
る
。
　
こ
の
中
で
、
特
に
た
て
巻
き
、
引
込
み
と
い
っ
た
工
程
は
、
工
場
制
に
よ
る
一
貫
化
に
な
じ
み
や
す
い
性
格
を
持
っ
て
い
て
、
工
場
制
移
行
後
に
産
地
に
独
立
的
に
存
在
す
る
こ
と
は
著
し
く
困
難
で
あ
る
。
つ
ま
り
新
し
い
バ
ラ
ン
ス
体
系
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
存
立
基
盤
は
な
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
不
均
衡
に
よ
る
落
込
み
が
生
活
さ
え
犯
す
可
能
性
が
強
く
、
産
地
全
体
と
し
て
も
何
ら
か
の
対
応
を
準
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
　
ま
た
、
板
屋
に
つ
い
て
は
、
当
産
地
の
場
合
、
伝
統
工
芸
品
と
し
て
の
軸
と
な
り
う
る
″
公
共
財
産
″
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
バ
ラ
ン
ス
ヘ
向
け
て
の
不
均
衡
の
際
の
落
込
み
に
対
し
て
、
産
地
全
体
の
合
意
を
得
る
形
で
、
そ
れ
な
り
の
処
置
・
育
成
を
し
て
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お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
以
上
の
よ
う
な
配
慮
が
十
分
な
さ
れ
て
い
か
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
産
地
の
生
産
構
造
は
不
均
衡
か
ら
の
立
直
り
の
時
点
で
、
大
き
な
構
造
的
欠
陥
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
こ
の
よ
う
な
欠
陥
は
、
産
地
が
将
来
の
発
展
の
展
望
の
中
に
″
伝
統
性
″
と
い
う
も
の
を
基
軸
に
据
え
た
い
と
考
え
て
い
る
な
ら
ば
、
致
命
的
な
も
の
と
な
っ
て
発
展
を
制
約
す
る
。
現
在
発
生
し
つ
つ
あ
る
産
地
の
停
滞
は
、
今
後
、
短
期
間
の
間
に
構
造
的
な
変
動
を
強
く
す
す
め
、
産
地
を
構
成
す
る
諸
機
能
間
の
不
均
衡
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
を
考
慮
し
、
次
の
段
階
の
村
山
織
物
業
の
調
和
の
と
れ
た
構
造
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
を
自
ら
の
手
で
描
き
、
不
均
衡
の
過
程
で
顕
在
化
し
て
く
る
諸
矛
盾
を
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。
　
以
上
こ
こ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
伝
統
産
業
村
山
織
物
業
は
、
都
市
化
の
進
展
、
労
働
力
不
足
、
伝
統
産
業
ブ
ー
ム
と
い
う
極
め
て
現
代
的
な
要
因
に
よ
っ
て
急
激
な
構
造
変
化
を
す
す
め
て
い
る
。
も
と
も
と
伝
統
産
業
一
般
は
、
前
近
代
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
か
え
っ
て
現
在
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
注
目
が
、
逆
に
伝
統
産
業
の
伝
統
産
業
た
る
本
質
を
急
激
に
喪
失
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
、
外
的
圧
力
は
あ
ま
り
に
も
強
く
、
伝
統
産
業
の
将
来
は
、
固
有
の
伝
統
性
の
本
質
を
お
さ
え
な
が
ら
、
時
代
に
適
応
し
た
体
制
を
築
き
あ
げ
る
と
い
う
方
向
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
五
二
年
一
月
一
〇
日
）
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